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(57)【要約】
【課題】表示部を低消費電力駆動するときの消費電力の
低減をより十分に図ることが可能な液晶表示装置を提供
することである。
【解決手段】この液晶表示装置１００は、信号線１４お
よび走査線１５と、信号線１４および走査線１５の交差
する位置に配置され、画素電極２２および画素電極２２
に対向する共通電極２３を含む画素２０とを備え、共通
電極２３は、通常駆動時には交流的に電圧が印加され、
低消費電力駆動時には一定電圧（直流的な電圧）が印加
される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　信号線および走査線と、
　前記信号線および前記走査線の交差する位置に配置され、画素電極および前記画素電極
に対向する共通電極を含む画素とを備え、
　前記共通電極は、通常駆動時には交流的に電圧が印加され、低消費電力駆動時には一定
電圧が印加される、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記通常駆動時に前記共通電極に交流的に電圧を印加するための第１電源部をさらに備
え、
　前記低消費電力駆動時に、前記第１電源部を用いて信号電圧が前記画素電極に印加され
る、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記低消費電力駆動時の前記画素がオン状態のときに前記第１電源部を用いて前記画素
電極に印加される信号電圧の絶対値は、前記通常駆動時に前記共通電極に交流的に印加さ
れる電圧の絶対値よりも大きくなるように制御されている、請求項２に記載の液晶表示装
置。
【請求項４】
　信号線および走査線と、
　前記信号線および前記走査線の交差する位置に配置され、画素電極および前記画素電極
に対向する共通電極を含む画素と、
　前記通常駆動時に前記共通電極に交流的に電圧を印加するための第１電源部とを備え、
　前記画素電極は、低消費電力駆動時に、前記第１電源部を用いて信号電圧が印加される
、液晶表示装置。
【請求項５】
　前記低消費電力駆動時に前記画素電極に印加される電圧は、前記画素が水平方向に走査
される期間、または、前記画素が１画面分走査される期間ごとに高電圧と低電圧とに切り
替えられる、請求項２～５のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記低消費電力駆動時に前記共通電極に一定電圧を印加するための第２電源部をさらに
備え、
　前記第２電源部の電圧は、前記通常駆動時に用いられる前記第１電源部の前記高電圧と
前記低電圧との実質的に中間の電圧になるように設定されている、請求項５に記載の液晶
表示装置。
【請求項７】
　前記低消費電力駆動時に前記共通電極に一定電圧を印加するための第２電源部をさらに
備え、
　前記低消費電力駆動時の前記画素がオフ状態のときには、前記第２電源部の電圧が、前
記画素電極と前記共通電極との両方に印加されるように構成されている、請求項２～６の
いずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記通常駆動時および前記低消費電力駆動時に前記共通電極にそれぞれ印加される前記
交流的な電圧および前記一定電圧を切り替えるための共通電極切替回路をさらに備える、
請求項１～７のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記通常駆動時に前記共通電極に印加される前記交流的な電圧を、前記低消費電力駆動
時に前記画素電極に信号電圧として印加するための信号電圧切替回路をさらに備える、請
求項２～８のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に、通常駆動および低消費電力駆動を行う液晶表示
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶表示装置において、消費電力の低減を図るため、表示部の一部分だけを駆動
するパーシャル駆動や白および黒のみの色を表示する２値表示などの低消費電力駆動を行
うことが知られている（たとえば、特許文献１参照）。
【０００３】
　上記特許文献１に記載の低消費電力駆動を行う液晶表示装置では、表示データに応じた
階調数の階調電圧を生成する階調電圧生成回路を有し、その階調電圧生成回路には、階調
数と等しい数の階調アンプが含まれている。この液晶表示装置では、低消費電力駆動時に
おいて、表示部の表示が変化しない非表示領域の画素が走査される期間には、最高階調電
圧を生成する階調アンプまたは最低階調電圧を生成する階調アンプを交互に動作させて画
素の共通電極に交流的な電圧を印加するとともに、他の階調電圧を生成する階調アンプは
全てオフ状態となる。これにより、非表示領域の画素が走査される期間に動作している階
調アンプは１つだけになるので、消費電力の低減を図ることが可能となる。
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－１７５９７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の液晶表示装置では、低消費電力駆動時には、交
流的な電圧が共通電極に印加されるため、共通電極に印加される電圧が変化したときには
、画素に含まれる補助容量に蓄積された電荷が電流として流れ出してしまうという不都合
がある。その結果、再び補助容量に電荷を蓄積する必要があるので、消費電力の低減をよ
り十分に図るのが困難であるという問題点がある。
【０００６】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の１つ
の目的は、表示部を低消費電力駆動するときの消費電力の低減をより十分に図ることが可
能な液晶表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段および発明の効果】
【０００７】
　この発明の第１の局面による液晶表示装置は、信号線および走査線と、信号線および走
査線の交差する位置に配置され、画素電極および画素電極に対向する共通電極を含む画素
とを備え、共通電極は、通常駆動時には交流的に電圧が印加され、低消費電力駆動時には
一定電圧が印加される。
【０００８】
　この第１の局面による液晶表示装置では、上記のように、共通電極の電位は、低消費電
力駆動時には一定電圧によって駆動されることにより、交流的な電圧によって共通電極が
駆動される場合と異なり、画素に含まれる補助容量に蓄積された電荷が電流として流れ出
してしまうという不都合が発生するのを抑制することができるので、再び補助容量に電荷
を蓄積する必要がない。その結果、消費電力をより十分に低減することができる。
【０００９】
　上記第１の局面による液晶表示装置において、好ましくは、通常駆動時に共通電極に交
流的に電圧を印加するための第１電源部をさらに備え、低消費電力駆動時に、第１電源部
を用いて信号電圧が画素電極に印加される。このように構成すれば、低消費電力駆動時に
画素電極に信号電圧を印加するための電源部を別途設ける必要がないので、液晶表示装置
の構成を簡略化することができる。
【００１０】
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　この場合、好ましくは、低消費電力駆動時の画素がオン状態のときに第１電源部を用い
て画素電極に印加される信号電圧の絶対値は、通常駆動時に共通電極に交流的に印加され
る電圧の絶対値よりも大きくなるように制御されている。このように構成すれば、低消費
電力駆動時において、共通電極に印加される一定電圧と画素電極に印加される電圧との電
位差を大きくすることができるので、液晶を完全にオン状態にすることができる。
【００１１】
　この発明の第２の局面による液晶表示装置は、信号線および走査線と、信号線および走
査線の交差する位置に配置され、画素電極および画素電極に対向する共通電極を含む画素
と、通常駆動時に共通電極に交流的に電圧を印加するための第１電源部とを備え、画素電
極は、低消費電力駆動時に、第１電源部を用いて信号電圧が印加される。
【００１２】
　この第２の局面による液晶表示装置では、上記のように、低消費電力駆動時に、第１電
源部を用いて信号電圧が画素電極に印加されることによって、低消費電力駆動時に画素電
極に信号電圧を印加するための電源部を別途設ける必要がないので、液晶表示装置の構成
を簡略化することができる。
【００１３】
　上記通常駆動時に共通電極に交流的に電圧を印加するための第１電源部を備える液晶表
示装置において、好ましくは、低消費電力駆動時に画素電極に印加される電圧は、画素が
水平方向に走査される期間、または、画素が１画面分走査される期間ごとに高電圧と低電
圧とに切り替えられる。このように構成すれば、低消費電力駆動時に、液晶表示装置に長
時間にわたり一定の電圧が印加されることが抑制されるので、残像現象を引き起こす焼き
付きを抑えることができる。
【００１４】
　この場合、好ましくは、低消費電力駆動時に共通電極に一定電圧を印加するための第２
電源部をさらに備え、第２電源部の電圧は、通常駆動時に用いられる第１電源部の高電圧
と低電圧との実質的に中間の電圧になるように設定されている。このように構成すれば、
交流的な電圧が反転しても、一定電圧と交流的な電圧との電位差が同じになるので、一定
電圧の電圧を調整しなくても交流的な電圧が反転する前後の画素のオン状態またはオフ状
態を維持することができる。
【００１５】
　上記通常駆動時に共通電極に交流的に電圧を印加するための第１電源部を備える液晶表
示装置において、好ましくは、低消費電力駆動時に共通電極に一定電圧を印加するための
第２電源部をさらに備え、低消費電力駆動時の画素がオフ状態のときには、第２電源部の
電圧が、画素電極と共通電極との両方に印加されるように構成されている。このように構
成すれば、容易に、画素電極に印加される電圧と、共通電極に印加される電圧とを、実質
的に等しくなるようにすることができる。
【００１６】
　上記第１の局面および第２の局面による液晶表示装置において、好ましくは、通常駆動
時および低消費電力駆動時に共通電極にそれぞれ印加される交流的な電圧および一定電圧
を切り替えるための共通電極切替回路をさらに備える。このように構成すれば、容易に、
共通電極に印加される電圧を交流的な電圧と一定電圧とに切り替えることができる。
【００１７】
　上記通常駆動時に共通電極に交流的に電圧を印加するための第１電源部を備える液晶表
示装置において、通常駆動時に共通電極に印加される交流的な電圧を、低消費電力駆動時
に画素電極に信号電圧として印加するための信号電圧切替回路をさらに備える。このよう
に構成すれば、容易に、通常駆動時に共通電極に印加される交流的な電圧を、低消費電力
駆動時に画素電極に信号電圧として印加することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
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【００１９】
　図１は、本発明の一実施形態による液晶表示装置の全体構成を示したブロック図である
。図１を参照して、本発明の一実施形態による液晶表示装置１００の構造について説明す
る。
【００２０】
　本実施形態による液晶表示装置１００では、図１に示すように、ＣＰＵインターフェー
ス１と、表示状態記憶素子２と、可変抵抗３ａ、３ｂおよび３ｃと、ＡＣ電源部４と、Ｄ
Ｃ電源部５と、ＡＣドライバ６と、ＡＣ／ＤＣ切替回路７と、表示コントローラ８と、信
号電圧切替回路９と、ソースドライバ１０と、通常／低消費電力駆動切替回路１１と、表
示部１２と、ゲートドライバ１３とを備えている。なお、ＡＣ電源部４は、本発明の「第
１電源部」の一例である。また、ＤＣ電源部５は、本発明の「第２電源部」の一例である
。また、ＡＣ／ＤＣ切替回路７は、本発明の「共通電極切替回路」の一例である。また、
信号電圧切替回路９は、本発明の「信号電圧切替回路」の一例である。
【００２１】
　表示部１２に表示される状態は、ＣＰＵインターフェース１を介して表示状態記憶素子
２に記憶されるように構成されている。また、表示状態記憶素子２は、可変抵抗３ａ、３
ｂおよび３ｃと、表示コントローラ８と、ＡＣ／ＤＣ切替回路７と、通常／低消費電力駆
動切替回路１１とに接続されている。
【００２２】
　ここで、第１実施形態では、ＡＣ電源部４は、オペアンプからなる高電圧電源４ａと低
電圧電源４ｂとを有しており、高電圧電源４ａと低電圧電源４ｂとは、それぞれ、可変抵
抗３ａと可変抵抗３ｂとに接続されている。これにより、高電圧電源４ａと低電圧電源４
ｂとから印加される電圧は、可変抵抗３ａおよび３ｂにより電圧値が変更可能なように構
成されている。また、ＡＣ電源部４の高電圧電源４ａと低電圧電源４ｂとはＡＣドライバ
６に接続されている。このＡＣドライバ６は、ＡＣ電源部４の高電圧電源４ａと低電圧電
源４ｂとから出力される電圧を選択的に切り替える機能を有する。
【００２３】
　また、第１実施形態では、可変抵抗３ｃは、ＤＣ電源部５に接続されている。これによ
り、ＤＣ電源部５から印加される電圧は、可変抵抗３ｃにより電圧値が変更可能なように
構成されている。なお、ＤＣ電源部５は、ＡＣ電源部４の高電圧電源４ａと低電圧電源４
ｂとの電圧の振幅の中心を調整するための電源としても機能する。また、ＡＣドライバ６
と、ＤＣ電源部５とは、ＡＣ／ＤＣ切替回路７に接続されている。このＡＣ／ＤＣ切替回
路７は、後述する表示部１２に含まれる画素２０の共通電極２３と補助容量２５の一方の
電極２５ａとに接続されている。
【００２４】
　また、ＡＣ電源部４に含まれる高電圧電源４ａおよび低電圧電源４ｂと、ＤＣ電源部５
とは、信号電圧切替回路９に接続されている。信号電圧切替回路９は、ＡＣ電源部４およ
びＤＣ電源部５から出力される信号電圧を選択的に切り替える機能を有する。
【００２５】
　また、表示コントローラ８は、信号電圧切替回路９と、ＤＡＣ（デジタル　アナログ　
コンバータ）１０ａおよびアンプ１０ｂを含むソースドライバ１０に接続されており、低
消費電力駆動時には信号電圧切替回路９に接続されるとともに、通常起動時にはソースド
ライバ１０に接続されるように構成されている。
【００２６】
　また、信号電圧切替回路９と、ソースドライバ１０とは、通常／低消費電力駆動切替回
路１１に接続されている。通常／低消費電力駆動切替回路１１は、通常駆動時には、ソー
スドライバ１０からの信号を信号線１４に供給するとともに、低消費電力駆動時には、信
号電圧切替回路９からの信号を信号線１４に供給するように切り替える機能を有する。
【００２７】
　表示部１２には、複数の信号線１４と、複数の走査線（ゲート線）１５とが互いに直交
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するように配置されている。信号線１４は、通常駆動／低消費電力データ切替回路１１を
介してソースドライバ１０に接続されているとともに、走査線１５は、ゲートドライバ１
３に接続されている。信号線１４と走査線１５とが交差する位置には、画素２０が配置さ
れている。なお、図１の表示部１２には、簡略化のために１画素分の構成のみを示してい
る。各々の画素２０は、ｎチャネルトランジスタ２１と、画素電極２２と、画素電極２２
に対向配置された共通電極２３と、画素電極２２と共通電極２３との間に挟持された液晶
２４と、補助容量２５とによって構成されている。そして、ｎチャネルトランジスタ２１
のドレイン領域Ｄは、信号線１４に接続されているとともに、ソース領域Ｓは、画素電極
２２と補助容量２５の他方の電極２５ｂとに接続されている。また、ｎチャネルトランジ
スタ２１のゲートＧは走査線１５に接続されている。
【００２８】
　図２～図５は、通常駆動時と低消費電力駆動時における、画素電極と共通電極との電圧
を示す図である。図６は、本発明の一実施形態による液晶に印加される電圧と画素の透過
率との関係を示す図である。次に、図１～図６を用いて、本実施形態による液晶表示装置
１００の動作について説明する。
【００２９】
　（通常駆動時）
　通常駆動時には、図１に示すように、表示状態記憶素子２からの信号がＡＣ電源部４お
よびＤＣ電源部５に供給される。また、表示状態記憶素子２からの信号は、ＡＣ／ＤＣ切
替回路７にも供給される。通常駆動時には、ＡＣ／ＤＣ切替回路７によって、ＡＣ電源部
４が選択され、ＡＣ電源部４に含まれる高電圧電源４ａまたは低電圧電源４ｂの電圧がＡ
Ｃドライバ６およびＡＣ／ＤＣ切替回路７を介して画素２０の共通電極２３に印加される
。なお、ＡＣ電源部４の高電圧電源４ａと低電圧電源４ｂとの電圧の振幅の中心は、ＤＣ
電源部５により調整されている。また、表示状態記憶素子２からの信号は、表示コントロ
ーラ８にも供給される。通常駆動時には、表示コントローラ８からの信号は、ソースドラ
イバ１０に供給される。また、表示状態記憶素子２からの信号は、ソースドライバ１０に
おいてＤＡＣ１０ａによりデジタル信号からアナログ信号に変換されるとともに、アンプ
１０ｂによって増幅される。また、表示状態記憶素子２の信号は、通常／低消費電力駆動
切替回路１１にも供給される。通常駆動時には、通常／低消費電力駆動切替回路１１に接
続される信号電圧切替回路９の信号およびソースドライバ１０の信号のうち、ソースドラ
イバ１０の信号が選択され、ソースドライバ１０からの信号が通常／低消費電力駆動切替
回路１１を介して信号線１４に供給される。
【００３０】
　次に、図２に示すように、通常駆動時の画素２０がオン状態の時には、ＡＣ電源部４の
高電圧電源４ａと低電圧電源４ｂとから画素２０の共通電極２３に４．０Ｖの電圧と０Ｖ
の電圧が交流的に交互に印加される。共通電極２３に印加される４．０Ｖおよび０Ｖの電
圧は、表示部１２の画素２０が水平方向に走査される１水平期間ごとに切り替えられる。
また、通常駆動時の画素２０がオン状態のときにソースドライバ１０から通常／低消費電
力駆動切替回路１１を介して画素電極２２に印加される電圧は、共通電極２３に４．０Ｖ
の電圧が印加されているときには、－０．２Ｖの電圧が印加され、０Ｖの電圧が印加され
ているときには、４．２Ｖの電圧が印加される。これにより、画素電極２２と共通電極２
３との電位差は、常に、４．２Ｖ（白電位）となり、図６に示すように、画素２０の透過
率が約１００％となる。その結果、画素２０がオン状態となる。
【００３１】
　次に、図３に示すように、通常駆動時の画素２０がオフ状態の時には、ＡＣ電源部４の
高電圧電源４ａと低電圧電源４ｂとから画素２０の共通電極２３に４．０Ｖの電圧と０Ｖ
の電圧が交流的に交互に印加される。共通電極２３に印加される４．０Ｖおよび０Ｖの電
圧は、１水平期間ごとに切り替えられる。また、通常駆動時の画素２０がオフ状態のとき
にソースドライバ１０から通常／低消費電力駆動切替回路１１を介して画素電極２２に印
加される電圧は、共通電極２３に４．０Ｖの電圧が印加されているときには、４．８Ｖの
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電圧が印加され、０Ｖの電圧が印加されているときには、０．８Ｖの電圧が印加される。
これにより、画素電極２２と共通電極２３との電位差は、常に、０．８Ｖ（黒電位）とな
り、図６に示すように、画素２０の透過率が約０％となる。その結果、画素２０がオフ状
態となる。
【００３２】
　（低消費電力駆動時）
　低消費電力駆動時には、図１に示すように、表示状態記憶素子２からの信号がＡＣ電源
部４およびＤＣ電源部５に供給される。また、表示状態記憶素子２からの信号は、ＡＣ／
ＤＣ切替回路７にも信号が供給される。低消費電力駆動時には、ＡＣ／ＤＣ切替回路７に
よって、ＤＣ電源部５が選択され、ＤＣ電源部５の電圧が画素２０の共通電極２３に印加
される。また、表示状態記憶素子２からの信号は、表示コントローラ８にも供給される。
低消費電力駆動時には、表示コントローラ８の信号は、信号電圧切替回路９に供給される
。ここで、本実施形態では、低消費電力駆動時において画素２０をオン状態にするときは
、信号電圧切替回路９に接続される、ＡＣ電源部４の高電圧電源４ａ、低電圧電源４ｂお
よびＤＣ電源部５のうち、ＡＣ電源部４の高電圧電源４ａおよび低電圧電源４ｂが選択さ
れ、画素２０をオフ状態にするときは、ＤＣ電源部５が選択される。また、表示状態記憶
素子２からの信号は、通常／低消費電力駆動切替回路１１にも供給される。低消費電力駆
動時には、通常／低消費電力駆動切替回路１１に接続される信号電圧切替回路９の信号お
よびソースドライバ１０の信号のうち、信号電圧切替回路９の信号が選択され、信号電圧
切替回路９からの信号が、信号線１４に供給される。
【００３３】
　次に、図４に示すように、低消費電力駆動時の画素２０がオン状態の時には、通常駆動
時に共通電極２３に印加する電源として用いられていたＡＣ電源部４の高電圧電源４ａと
低電圧電源４ｂとから画素２０の画素電極２２に６．２Ｖの電圧と－２．２Ｖの電圧とが
交流的に印加される。なお、高電圧電源４ａと低電圧電源４ｂとから印加される電圧は、
図１に示す可変抵抗３ａおよび３ｂにより、通常駆動時での４．０Ｖと０Ｖとからそれぞ
れ６．２Ｖおよび－２．２Ｖに変更されている。また、画素電極２２に印加される６．２
Ｖおよび－２．２Ｖの電圧は、１水平期間ごとに切り替えられる。また、共通電極２３に
は、ＤＣ電源部５から一定電圧である２．０Ｖの電圧が印加されている。なお、２．０Ｖ
の一定電圧（直流的な電圧）は、通常駆動時におけるＡＣ電源部４の高電圧電源４の電圧
４ａと低電圧電源４ｂの電圧との中間の電圧である。画素電極２２と共通電極２３との電
位差は、常に、４．２Ｖ（白電位）となり、図６に示すように、画素２０の透過率が約１
００％となる。その結果、画素２０がオン状態となる。また、画素２０の補助容量２５に
も２．０Ｖの一定電圧（直流的な電圧）が印加されている。これにより、通常駆動時のよ
うに補助容量２５に印加される電圧が交流的な電圧である場合と異なり、１水平期間経過
後に補助容量２５に蓄積された電荷が流れ出すことが抑制されている。
【００３４】
　また、図５に示すように、低消費電力駆動時の画素２０がオフ状態の時には、画素電極
２２および共通電極２３の両方にＤＣ電源部５から２．０Ｖの一定電圧（直流的な電圧）
がそれぞれ印加されている。これにより、画素電極２２と共通電極２３との電位差は、常
に、０Ｖ（黒電位）となり、図６に示すように、画素２０の透過率が約０％となる。その
結果、画素２０がオフ状態となる。また、画素２０がオン状態のときと同様に、画素２０
の補助容量２５にも２．０Ｖの一定電圧が印加されている。これにより、通常駆動時のよ
うに補助容量２５に印加される電圧が交流的な電圧である場合と異なり、１水平期間経過
後に補助容量２５に蓄積された電荷が流れ出すことが抑制されている。
【００３５】
　本実施形態では、上記のように、共通電極２３の電位は、低消費電力駆動時にはＤＣ電
源部５の一定電圧（２．０Ｖ）によって駆動されることにより、ＡＣ電源部４の交流的な
電圧（４．０Ｖおよび０Ｖ）によって共通電極２３が駆動される場合と異なり、画素２０
に含まれる補助容量２５に蓄積された電荷が電流として流れ出してしまうという不都合が
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発生するのを抑制することができるので、再び補助容量２５に電荷を蓄積する必要がない
。その結果、消費電力をより十分に低減することができる。
【００３６】
　また、本実施形態では、上記のように、通常駆動時に共通電極２３に交流的に電圧を印
加するためのＡＣ電源部４をさらに備え、低消費電力駆動時の画素２０がオン状態のとき
に、ＡＣ電源部４を用いて信号電圧が画素電極２２に交流的に印加されるように構成する
ことによって、低消費電力駆動時に画素電極２２に交流的に信号電圧を印加するための電
源部を別途設ける必要がないので、液晶表示装置１００の構成を簡略化することができる
。
【００３７】
　また、本実施形態では、上記のように、低消費電力駆動時の画素２０がオン状態のとき
にＡＣ電源部４を用いて画素電極２２に交流的に印加される信号電圧（６．２Ｖおよび－
２．２Ｖ）の絶対値は、通常駆動時に共通電極２３に交流的に印加される電圧（４．０Ｖ
および０Ｖ）の絶対値よりも大きくなるように制御されていることによって、低消費電力
駆動時において、共通電極２３に印加される一定電圧と画素電極２２に印加される交流的
な電圧との電位差を大きくすることができるので、液晶２４を完全にオン状態にすること
ができる。
【００３８】
　また、本実施形態では、上記のように、低消費電力駆動時に画素電極２２に印加される
電圧は、画素２０が水平方向に走査される期間、または、画素２０が１画面分走査される
期間ごとに高電圧電源４ａの電圧と低電圧電源４ｂの電圧とに切り替えられるように構成
することによって、低消費電力駆動時に、液晶表示装置１００に長時間にわたり一定の電
圧が印加されることが抑制されるので、残像現象を引き起こす焼き付きを抑えることがで
きる。
【００３９】
　また、本実施形態では、上記のように、低消費電力駆動時に共通電極２３に一定電圧を
印加するためのＤＣ電源部５を備え、ＤＣ電源部５の電圧は、通常駆動時に用いられるＡ
Ｃ電源部４の高電圧電源４ａの電圧（４．０Ｖ）と低電圧電源４ｂの電圧（０Ｖ）との実
質的に中間の電圧（２．０Ｖ）になるように設定されていることによって、ＡＣ電源部４
の交流的な電圧が４．０Ｖから０Ｖ、または、０Ｖから４．０Ｖに反転しても、ＤＣ電源
部５の一定電圧（２．０Ｖ）と交流的な電圧との電位差が同じ２．０Ｖになるので、ＤＣ
電源部５の電圧を調整しなくても交流的な電圧が反転する前後の画素２０のオン状態また
はオフ状態を維持することができる。
【００４０】
　また、本実施形態では、上記のように、低消費電力駆動時に共通電極２３に一定電圧を
印加するためのＤＣ電源部５を備え、低消費電力駆動時の画素２０がオフ状態のときには
、ＤＣ電源部５の電圧が、画素電極２２と共通電極２３との両方に印加されるように構成
されていることによって、容易に、画素電極２２に印加される電圧と、共通電極２３に印
加される電圧とを、実質的に等しくなるようにすることができる。
【００４１】
　また、本実施形態では、上記のように、通常駆動時および低消費電力駆動時に共通電極
２３にそれぞれ印加されるＡＣ電源部４の交流的な電圧およびＤＣ電源部５の一定電圧を
切り替えるためのＡＣ／ＤＣ切替回路７を備えることによって、容易に、共通電極２３に
印加される電圧を交流的な電圧と一定電圧とに切り替えることができる。
【００４２】
　また、本実施形態では、上記のように、通常駆動時に共通電極２３に印加される交流的
な電圧を、低消費電力駆動時に画素電極２２に信号電圧として印加するための信号電圧切
替回路９を備えることによって、容易に、通常駆動時に共通電極２３に印加される交流的
な電圧を、低消費電力駆動時に画素電極２２に信号電圧として印加することができる。
【００４３】
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　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範
囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が
含まれる。
【００４４】
　たとえば、上記実施形態では、通常駆動時の画素電極および共通電極と、低消費電力駆
動時の画素がオン状態のときの画素電極に印加する電圧を１水平期間ごとに変化させる例
を示したが、本発明はこれに限らず、表示部の全画素が走査される１フレーム期間ごとに
電圧を変化させてもよい。
【００４５】
　また、上記実施形態では、通常駆動時の共通電極に印加される電圧を４．０Ｖおよび０
Ｖとし、画素電極に印加する電圧を画素がオン状態の時には４．２Ｖおよび－０．２Ｖ、
画素がオフ状態の時には４．８Ｖおよび０．８Ｖとする例を示したが、本発明はこれに限
らず、通常駆動時に画素がオン状態またはオフ状態になるのであれば、共通電極と画素電
極とに印加する電圧を他の電圧にしてもよい。
【００４６】
　また、上記実施形態では、低消費電力駆動時の画素がオン状態になるときの共通電極に
印加される電圧を２．０Ｖとし、画素電極に印加される電圧を６．２Ｖと－２．２Ｖとす
る例を示したが、本発明はこれに限らず、共通電極と画素電極との電位差が画素がオン状
態になる電位差であれば、共通電極および画素電極に印加する電圧を他の電圧にしてもよ
い。
【００４７】
　また、上記実施形態では、低消費電力駆動時の画素がオフ状態になるときの共通電極と
画素電極とに印加される電圧を２．０Ｖとする例を示したが、本発明はこれに限らず、共
通電極と画素電極との電位差が画素がオフ状態になる電位差であれば、共通電極および画
素電極に印加する電圧を他の電圧にしてもよい。
【００４８】
　また、上記実施形態では、低消費電力駆動時に画素電極に印加される高電圧電源と低電
圧電源との電圧を、それぞれ、４．０Ｖから６．２Ｖ、および、０Ｖから－２．２Ｖに変
更する例を示したが、本発明はこれに限らず、共通電極と画素電極の電位差が画素をオン
状態にすることができる電位差であれば他の電圧に変更してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の一実施形態による液晶表示装置の全体構成を示したブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態による通常駆動時の画素がオン状態のときの画素電極と共通
電極との電圧を示す図である。
【図３】本発明の一実施形態による通常駆動時の画素がオフ状態のときの画素電極と共通
電極との電圧を示す図である。
【図４】本発明の一実施形態による低消費電力駆動時の画素がオン状態のときの画素電極
と共通電極との電圧を示す図である。
【図５】本発明の一実施形態による低消費電力駆動時の画素がオフ状態のときの画素電極
と共通電極との電圧を示す図である。
【図６】本発明の一実施形態による液晶に印加される電圧と画素の透過率との関係を示す
図である。
【符号の説明】
【００５０】
　３ａ、３ｂ、３ｃ　可変抵抗
　４　ＡＣ電源部（第１電源部）
　４ａ　高電圧電源
　４ｂ　低電圧電源
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　５　ＤＣ電源部（第２電源部）
　７　ＡＣ／ＤＣ切替回路（共通電極切替回路）
　９　信号電圧切替回路
　１４　信号線
　１５　走査線
　２２　画素電極
　２３　共通電極
　２０　画素

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】
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